
 

とうきょう プログラム 

2024 年度富坂まきば保育園活動報告 

1. 活動のテーマ 

＜テーマ＞  

自然・生き物 

 

＜テーマ設定の理由＞ 

 富坂まきば保育園では、キリスト教精神に基づき、すべての子どもが愛されて

いる実感を持ち、健やかに成長する保育を行っております。その一環としてモンテ

ッソーリ教育法を取り入れており、子どもの自発性・自主性を育むための環境づく

りに取り組んでいます。 

 今回幼児クラスの保護者が持ってきたオタマジャクシに子どもたちが興味を示し

たことから、テーマを「自然・生き物」と設定し、園庭へビオトープを設置しまし

た。子どもたちが本物の生き物を観察し触れる体験を通して、命の大切さや生態系

の面白さに気づき、自ら興味関心を持って探究できるような環境を整えています。 

 

 

2. 活動スケジュール 
日常の保育の中で実施 

 

 

3. 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 
備品：ひょうたん池・ソーラー噴水（ろ過装置用）赤玉土・軽石 

生物：メダカ・ミナミヌマエビ・シマドジョウ・ヒメタニシ・他水草類 

 



4. 探究活動の実践 
 

日付：5月 27日 対象：幼児クラス（3・4・5歳児）+2歳児クラス 

 

 この日、幼児クラスの保護者がオタマジャクシを持参してくださいました。子ども

たちは興味関心を示し、保育士と一緒に図鑑を使ってオタマジャクシの生態や飼育方

法について調べました。「カエルになったら陸が必要だよ。」「お水は多すぎると駄目

だよ。」といった発言があり、自分たちで考えたことを積極的に共有し、意見交換を

行う姿が見られました。子どもたちは観察するだけでなく、生き物に対する配慮や責

任についても学ぶ機会となりました。また、2歳児クラスの子どもたちも幼児クラス

を訪れ、オタマジャクシの様子を見学しました。年齢の異なる子どもたちの交流の場

にもなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付：7月 25日 対象：幼児クラス（5歳児） 

  

保育室内で育てていたオタマジャクシがなかなかカエルにならないことに、子ども

たちは疑問を持ちました。これまで楽しみに見守っていたものの、変化がない状況に

「なぜ？」という気持ちが芽生え、自分たちで原因を考えることにしました。「エア

コンが効きすぎたお部屋にいるから、夏が来ていることが分からないのかも。」「太陽

の光を浴びていないからカエルにならないのかもしれない。」といった意見が出さ

れ、子どもたちなりに飼育環境と生き物の関係を考え始めました。子どもたちの意見

を受けて、園庭にメダカのビオトープを設置して活用し、屋外でオタマジャクシを育

てることにしました。泳ぐオタマジャクシを観察していたところ、トンボが生んだヤ

ゴを発見したり、水草にメダカの卵がついていたり、園児が新しい発見をしました。

この新たな発見をきっかけに、オタマジャクシの観察を続けるとともに、メダカの卵

も採集して保育室で観察することにしました。子どもたちが自ら疑問を感じ探究する

中で、新たな興味や関心がうまれました。 

 

 

 

 

 



 

 

日付：6月～8月 対象：幼児クラス（3・4・5歳児） 

  

オタマジャクシの他にも園内では様々な生き物との出会いが増えました。園庭のミ

カンの木にはアゲハチョウが卵を産みにやってきたり、幼児クラスの保護者がザリガ

ニやバッタを持参してくださったり、保育士がカブトムシの幼虫を持参したり、保育

園が生き物でいっぱいになりました。特にアゲハチョウとバッタについては、事務所

の窓口に観察コーナーを設け、全保護者と園児がその成長の様子を日々みられるよう

にしました。あわせてバッタに関するクイズやアゲハチョウの成長過程を掲示しまし

た。「黒かった幼虫が緑色になった。」「蛹はいつちょうちょになるのかな？」等、保

護者と園児のちょっとしたコミュニケーションのきっかけにもなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付：8月 30日 対象：幼児クラス（3・4・5歳児） 

 

 事務室の飼育コーナーで飼育していたアゲハチョウの幼虫は蛹になり、ついにアゲ

ハチョウになりました。子どもたちは、いもむし（幼虫）から硬い蛹になり、やがて美

しい蝶（成虫）へと姿を変える、不思議な成長過程を観察しながら学びました。 

 この日は幼児クラスの子どもたち皆で、羽化したアゲハチョウを自然へ送り出しま

した。「ばいばい！」「またきてね！」と、見えなくなるまで手を振り見送り、生態系の

不思議を体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

日付：10月 17日 対象：幼児クラス（3・4・5歳児）、1歳児クラス 

  

園庭で遊んでいた幼児クラスの園児が、園庭の隅に置かれた植木鉢の中に大きなヒキ

ガエルがいるのを発見しました。「大きいね。」「ちょっと怖い。」と初めて見るヒキガエル

に興味関心を示す様子が見られました。中には「たしか毒を持っているよね。」と、図鑑

を読んで知っている子もおり、知っていることを共有し合う場面も見られました。「決し

て素手で触らない。」というルールを決め、飼育ケースに枯葉をたくさん入れて隠れ家を

作り、1日だけ保育室で観察することにしました。また、1歳児クラスにも飼育ケースを

共有し、ヒキガエルの様子を観察しながら、カエルになるまでの絵本の読み聞かせを行い

ました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

5. 振り返り 
子どもたちは、今回の一連の活動を通して、自ら考えて飼育することの難しさや、

命を育てることへの責任感を持つことを学びました。また、様々な生き物との出会い

と別れを通して、子どもたちにとって豊かな感性が育まれる時間となりました。ビオ

トープに移して飼育・観察していたオタマジャクシは、残念ながらカエルになること

はできませんでした。調べたところによると諸説ありますが、カエルになることの必

要性を感じないと、オタマジャクシのまま生涯を終えることがあるそうです。また、

気温や環境など、様々な条件が揃わないとカエルになれないことが分かりました。人

間においても、自ら興味関心をもって意欲的に取り組むことで、その人生が豊かなも

のになるように感じます。そのために私たち保育士は子どもが自ら学べる環境を整え、

子どもにとって援助が必要な時に関わり、子どもたちが自立できるようにこれからも

努めます。 


